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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年10月21日(2015.10.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タンタル出発原料粉末を流体中で、粉砕媒体により、高エネルギー粉砕機を用いて、１
０時間以下の時間、粉砕して少なくとも１.５ｍ2／ｇのBET表面積及び１～５０のアスペ
クト比を有するタンタル粉末を生成させることを含むタンタル粉末の製造方法であり、
　上記製造方法により得られたタンタル粉末が電解キャパシターアノードに形成された場
合のキャパシタンスが少なくとも１９０，０００ CV/gであり、漏れ電流が５．０nA/CV未
満である
　ことを特徴とするタンタル粉末の製造方法。
【請求項２】
　前記タンタル出発原料粉末が、インゴット由来及び／又はナトリウム還元粉末であるこ
とを特徴とする請求項１記載のタンタル粉末の製造方法。
【請求項３】
　前記高エネルギー粉砕機が、遊星形ボールミル、回転空気流ジェットミル、もしくは対
向ジェット流体エネルギーミルを含むことを特徴とする請求項１又は２に記載のタンタル
粉末の製造方法。
【請求項４】
　上記高エネルギー粉砕機が上記粉砕媒体に０．３G～２５Gの力を与えることを特徴とす
る請求項３に記載のタンタル粉末の製造方法。
【請求項５】
　少なくとも１.５ｍ2／ｇのBET表面積及び１～５０のアスペクト比を有するタンタリウ
ム粉末であって、１４００℃で１０分間焼結され、２０Vの化成電圧（Vf）で形成された
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場合のキャパシタンスが少なくとも１９０，０００CV/gであり、DC漏れ電流が５．０nA/C
V未満であることを特徴とするタンタル粉末。
【請求項６】
　請求項５に記載のタンタル粉末を有するキャパシターアノード。
【請求項７】
　前記タンタル粉末が約１２００～１７５０℃の温度で焼結されていることを特徴とする
請求項６に記載のキャパシターアノード。
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